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別紙 １ 　　　　平成２２年度 事務事業評価調書（継続用）
北広島市

整理番号 1201 事務事業名 エルフィンパーク活用事業 作成部署
エルフィンパーク

市民サービスコーナー
376-8880

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 部長職名 川原一志 課長職名 土谷　繁 作成日 平成 22年 6月9日

事務事業開始年度 H12
根拠法令等 道路法

〃  終了予定年度

【１ 計　画 （プラン）】

上位施策との関連
（総合計画体系）

章） 　高い都市機能をもち、活力にあふれるまち

節） 　市街地整備

施策） 　駅周辺まちづくり

目
　
　
的

対　　象
(誰､又は何を)

市民及びサークル

意　　図

 ※ 何をねらっているのか。対象をどのような状態にしたいのか。

　エルフィンパークを活用し、市民に多様な憩いと集いの場を提供するとともに、市民自らの活
動や交流を促進するために市民やサークルによる展示などのイベントの場を提供する。さらに、
市民サービスコーナーを活用し、戸籍等各種証明の交付などの行政サービスを提供し、市民サー
ビスの向上を図る。

手
　
　
段

平成21年度まで

 ※ 市が行った事務事業（団体補助等の場合は、その補助金による団体の活動内容）

　市民サービスコーナーでは、午前7時30分から午後7時30分までを業務時間とする戸籍等各種証
明の交付、交流広場利用申請の許可、ポスター掲示板使用許可と管理のほか、検診受診申請など
の受付や市内施設・行事等の案内などの業務を実施している。また、平成18年４月１日からは、
市役所閉庁時の市民の利便を図るために休日（土・日・祝日）を開所して市民サービス向上に努
めている。

平成22年度

 ※ 市が行う事務事業（団体補助等の場合は、その補助金による団体の活動内容）

　引き続き平日の市役所閉庁時及び土曜・日曜、祝日の時間帯における利用状況と利用内容など
を検証のうえ、更なる市民サービスの向上を目指し、業務の効率化、事務改善に努める。また、
市民活動の場の提供とともに今後の活用方法について見直し検討を実施する。

【２ 実　施 （ドゥ）】 （単位：千円）

【事業費の推移】 20年度決算 21年度決算 22年度予算 23年度の予定

直接事業費

 国支出金

 道支出金

 地方債

 その他特財 3,572 3,572 3,572 3,572

 一般財源 5,479 5,541 5,628 5,628

 ① 合　計 9,051 9,113 9,200 9,200

人  件  費
（概算）

 ② 人　数（年間） 1.00 1.00 1.00 1.00

 ③ 1人当り年間平均人件費 9,000 9,000 9,000 9,000

 ④ ＝②×③ 9,000 9,000 9,000 9,000

　総　事　業　費  ①＋④ 18,051 18,113 18,200 18,200

【事務事業を評価する指標（ものさし）】 指　　　　　標　　　　　値

指　　　標　　　名 目標値 21年度(確定値） 22年度(予定値) 23年度(予定値)

基 本
指 標

窓口取扱人数（平日） 14,000 13,613 14,000 14,000

窓口取扱人数（土・日・祝日） 3,000 2,952 3,000 3,000

活 動
指 標

交流広場実利用日数 340 336 340 340

交流広場利用可能日数 356 356 356 356

戸籍・住民票等証明発行件数 8,700 8,302 8,700 8,700

所得課税証明等発行件数 300 372 300 300

成 果

指 標

交流広場実利用率
％ 95 98 95 95

【指標の定義（算式等）】

証明発行件数の伸び率
％ 100 97 100 100

【指標の定義（算式等）】

窓口取扱人数の伸び率
％ 100 102 100 100

【指標の定義（算式等）】
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整理番号 1201
【３ 評　価 （チェック）】

チ ェ ッ ク 項 目 平成21年度における評価　（現状と課題）

妥
当
性

・市民や社会の要求に合致しているか
・上位施策を達成するために必要な事務事業か
　（目的妥当性の度合）
・行政が関与しなければならない事務事業か
　（公共性・公益性の度合）

３

　駅を利用する通勤、通学者及び休日（土・日・祝日）対
応など市役所閉庁時の行政サービスは、市民の利便性から
妥当と考える。また、交流広場及び掲示板の活用について
は、公益性ならびに指標値目標値から見て妥当と考える。

有
効
性

・成果指標値から見て､目標の達成度はどの程度か
　（達成度合）
・目的を達成するための手段(実施方法)は有効か
　（手段有効度合）

３
　交流広場及び掲示板については、成果指標値から見て概
ね目標は達成している。また、休日(土・日・祝日）業務
を開始し、市民サービスの向上が図られている。

効
率
性

・投入した予算や人員に見合った効果が得られてい
　るか　（費用対効果の度合）
・効率的な方法で実施しているか
　（同じ経費でもっと効率的な方法はないか）

３
　早朝（午前7時30分）及び休日業務は、利用者数から見
て費用対効果が若干問われるが、市民の利便性からやむを
得ないと思われる。

公
平
性

・受益者負担は適正か
・当該事業による利益が、特定の個人や団体に偏って
　いないか

３
　交流広場の活用は、道路用地のため受益者負担はなじま
ない。

評点区分 　　　３　適　切　　　　　　　　２　改善の余地がある　　　　　　　　１　不適切

 【法律で実施が義務付けられている事務事業か】 法律の義務付けあり 法律の義務付けなし

【民間活力の活用性評価】

（事業担当部局が評価）

民間等での実施または市民等との協働の可能性はない。

民間等での実施または市民等との協働が可能である。

民間等で実施または協働して取り組むべきである。

現在一部民間等で実施している。または市民等と協働して実施している。

【 参 考 】 事務事業担当部局による評価 外部評価委員会による評価 内部評価委員会による評価

前年度の総合判定 現状維持 － 現状維持

【４ 総合判定と今後の方向性（アクション）】

【外部評価】 （外部評価委員会による評価） 【自己評価】　（事務事業担当部局による評価）

総 合 判 定

（方向性）

拡大重点化 総 合 判 定
（ 取 組 ）

拡大重点化 見直し 休止・廃止

現状継続 現状継続 統合 終了

見直し 平成23年度に向けた具体的な取組　（課題と解決方法等）

統合

　市民に多様な憩いと集いの場を提供して、市民の自主的な活動を支援す
るとともに、行政サービスにおいては、市役所の閉庁時における利用状況
の調査結果を基に、開庁時の窓口取扱業務の検証を行うとともに今後の市
民サービスコーナーのあり方について検討し、より一層の行政サービス向
上を図る。

休止・廃止

終了

今後の方向性に対する意見

【内部評価】　（内部評価委員会による評価）

総 合 判 定
（方向性）

拡大重点化

　自己評価のとおり現状継続とする。

見直し 休止・廃止

現状継続 統合 終了

平成23年度に向けた具体的な方向性


